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なかったかとの思いも深く、あらためて組織上の問

題点と、そういう風土を抱えてきた現状について、

「私の責任」を痛感しました。

考えてみますと、創立者三浦幸平先生が逝去され

てからの約25年間、中部大学を始め各学校は、学部・

学科の新増設、学校の新設と改組、校地の移転、それ

らの教育研究を支える施設・設備の建設と、相次ぐ文

部省への設置申請等の多忙な業務を抱えての年を重

ねてきました。この間、事務系の職員の方々の大変な

「ご努力とご協力」により、今日を築いてきましたが、

しかし一方において、多くの組織上、業務上の問題が

未解決のまま今日にいたっている面も多々あります。

幸い、いま、最後のチャンスの時間が残されており

ます。ここ2～ 3年が将来を決する時です。

先程も述べましたが、今はスピードが大切であり、

1年1年が勝負の時です。

提言された多くの項目の中では、この4月からすぐ

実施できるものもありますので、それらについては、

新年度から実施します。また以前より積み残してき

た問題も今回の提言に含めて、4月以降に実施案を作

成する「改革プロジェクト」を早急に立ち上げます。

その内容は「組織人事改革プロジェクト」「業務改

革プロジェクト」「財政改革プロジェクト」等を考え

ており、中堅・若手の男女職員の方もプロジェクトに

参加していただき、事務系改革の責任は私が負いま

す。

今回の提言の中で、一番多かったのは「業務の改

善」132件であり、次に多いのが「人事」98件でした。

項目で一番多いのが「人事異動」であり、もっと積極

的に行うことへの提言でした。「業務改善」では業務

の合理化・近代化と、物件費の節約であり、また、今

後の少子化、補助金の動向による「収入の減少」にそ

なえ、人件費・物件費の抑制など、将来への危機感か

らの提案も多々ありました。いずれも前向きで、｢明

日の学園｣を心配しての真剣な提言が多かったと思い

ます。

各項目の具体的な提言内容については、今後のプ

ロジェクトの活動を通して、周知をはかると共にそ

の改革案について、いろいろな機会を通して、各位の

意見を集約していきます。

各プロジェクトは、6カ月から9カ月を目途に改革

案をまとめてもらい、平成15年度を「改革の年」と

したいと考えています。

今回のこの提言の内容を最大限に生かして「改革」

を職員各位の協力を得て、一体となって実行し、学園

の将来を各位自らの手で切り開いていきたいので、

何卒、格別のご協力、ご努力をお願いいたします。

「大学改革とITの活用」
大学教育研究センター主催の講演会

2月 14日、大学教育研究センター主催の井端正臣

氏（私立大学情報教育協会事務局長）による講演会

「大学改革とITの活用」が、大学リサーチセンター大

会議室で開催された。新聞社による大学改革全学長

アンケートの結果を基に、大学運営上の深刻な諸問

題に関する現状の説明があり、問題解決のための改

革の必要性と改革に関わる障害についての紹介がな

された。その中でも学力の低下は極めて深刻な問題

であり、授業改善が重要な課題であることが指摘さ

れた。授業改善におけるITの有効性について、ハー

バード大学、マサチューセッツ工科大学やスタン

フォード大学などの事例を基にして説明がなされ、

ITによって情報の地球規模での共有が実現し教育の

グローバル化が進展していることも示された。IT活

講演する井端氏
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た状況である。

この後、加賀谷教授が「微粒子の高速衝突現象を利

用した表面創製」の研究開発の現状について報告し、

第1部を終えた。第2部の施設見学ではCAD教育施

設等の見学を行った。

横山教授（建築学科）が最終講義

平成14年2月13日、今年度にて退官される工学部

建築学科教授・横山浩一先生の最終講義が、大学リ

サーチセンター大会議室で行われた。大学着任前は

大手の建築設備会社で空調設備の設計に従事してお

られた。昭和62年から大学に勤務され、建築環境・

設備を担当されてきた。

最終講義は「駄目の開発・駄目の研究」というテー

マで、先生の半生をふりかえられながら、空調用ダク

ト設計用計算尺「ダクチュラー」の開発、空調・設計

計算プログラム、空調システムシミュレーションプ

ログラムの開発での苦労話、コンピュータを利用し

た演習システムの紹介など、開発にかかわる話をう

かがうことができた。

用のポイントとして、「対面授業の補完、学ぶ授業、

学ばせる環境、インタラクティブ」などが挙げられ、

支援体制の重要性やオンライン学習における戦略に

ついての分析もなされた。ITを活用した教育方法の

工夫や、教育の情報化支援における課題と対応策に

ついての意見が、事例を基にして述べられた。

本講演会を通して、ITの教育への活用については、

電子化コンテンツの整備は言うに及ばず、教育シス

テムの構築、FDの推進、授業評価、大学一体の教育

支援体制などが重要であることが明らかにされた。

最後に、米国と日本の教育体制の違いなどに関し

て質疑がなされた。

（FD実施支援対策検討部会員

大学助教授・電気工学科　後藤英雄）

中小企業家同友会の
産官学連携支援施設見学会を

大学で開催

愛知中小企業家同友会の産官学連携支援施設見学

会が去る2月22日午後大学で開かれ、同会会員25人

と多田事務局次長が参加、大学側も渡邉誠工学部長、

機械工学科の加賀谷忠治教授などが対応した。

会は第1部と第2部に分かれて開かれ、先ず渡邉工

学部長が中部大学のTLOを中心とした産官学連携の

現状を紹介しながらあいさつを行った。第1部では産

学連携事例の紹介として「問題解決への近道！大学

を有効利用する産学連携」と題し、助川鉄工（株）代

表取締役、助川雄氏と加賀谷教授が報告を行った。

この中で助川氏は企業の抱く問題点を解決してい

くのに産学連携がいかに有効であるか、とりわけ中

部大学とのジョイントが効果をあげたことを説明し

た。そしてこれらが、中部経済産業局の即効型地域新

生コンソーシアム研究開発事業のナノテクノロジー・

材料分野で提案書の提出をはじめとして、各種の補

助金事業の申請書提出につながったことを明らかに

した。現在は中部経済産業局のヒアリングを終了し

CAD教育施設を見学する一行
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